
 

       2026 年 10 月 11 日 

首都圏新都市鉄道株式会社 

車内非常用一斉ドアコックが操作された事象について 

 

 首都圏新都市鉄道株式会社（代表取締役社長：渡邊 良 本社：東京都千代田区）では、車

内の非常用一斉ドアコックが操作され、駅到着直前に一部車両のドアが開扉する事象が発生

いたしました。ご利用のお客様には、多大なるご心配とご迷惑をおかけしましたことを深くお詫

び申し上げます。詳細につきましては、下記のとおりです。 

 

記 

 １．発生日時 

  2026 年 10 月 11 日（日） 9 時 35 分頃 

 ２．当該列車・発生区間・乗車人員 

  当該列車 第 3013 列車 快速つくば行き（秋葉原駅 9 時 02 分発） 

発生区間 流山おおたかの森駅～守谷駅間 

  乗車人員 約 300 人 

 ３．当該車両 

    TX-3000 系車両（６両編成） 

 ４．発生状況 

９時 35 分頃、当該列車が守谷駅に到着する直前、５号車の全車両ドアが約 15 ㎝

開扉する事象が発生しました。守谷駅到着後、乗務員が通常の開扉操作を行ったと

ころ、運転台に車両ドアの異常表示がされたことから、乗務員および駅係員が車内

外を確認した結果、５号車に設置された非常用一斉ドアコック（操作すると、その号車

の全車両ドアのロックを解除できる非常用装置）が操作されていることが判明しまし

た。そのため、当該コックを復位し、安全を確認したうえで運転を再開しました。その



後、防犯カメラ映像を確認したところ、流山おおたかの森駅出発後に旅客 1 人が当

該コックを操作していたことを確認しました。なお、本事象によるお客様の転落および

お怪我は確認されておりません。 

 ５．運行状況 

    当該列車に約８分の遅れが発生したほか、最大約９分の遅れが発生しました。 

 ６．原因 

     旅客による非常用一斉ドアコックの操作によるものです。なお、列車が一定速度（時

速５km）以上で走行している場合は、「戸閉保安装置」により車両ドアが開扉しない仕

組みとなっています。このため、流山おおたかの森駅出発後に非常用一斉ドアコックが

操作されましたが、その時点では開扉せず、列車の減速に伴い守谷駅到着直前に開

扉したものです。 

 ７．今後の対応 

当該旅客による行為の詳細について調査するとともに、必要に応じて関係機関と連

携し、適切に対応してまいります。 

以 上 

              

 


